
チベ ッ ト大蔵経 デルゲ版 の開版 印刷 につ いて

恒神戸親和女子大学教授 松 村

開 版 さ れ た 。 仏 説 部(カ ンギ ュル)は リ タ ン

版 を、 論 疏 部(テ ンギ ュ ル)は シャル サ ル カ ン

蔵 本 を 底 本 と して 、 そ れ ぞ れ1733年 、1744年

に完 成 した(詳 し くは 次 を 参 照:羽 多 野 伯 猷

「チベ ッ ト大 蔵経 縁起[2]一 一 デ ル ゲ 版 大 蔵

経 」 「鈴 木学 術 財 団 研 究年 報 』8(1971),

9-27=rチ ベ ッ ト ・イ ン ド学 集 成 』 京 都:

評去蔵 食官,1987),293-326)。

この 版 は わ が 国 に は多 田 等 観 師 に よ って将

来 され 、 それ は や が て 東 北 大 学 の 蔵 す る と こ

ろ と な っ た。 そ れ に基 づ い て 次 の 目録 が 作 成

され て 、 以 後 デ ル ゲ 版 の テ ク ス トは この 東北

目録 の 番 号 で 指 し示 さ れ る 習 慣 が 確 立 した

(LJ.Schmidt,わ κと乙"g)ノ μrg)～`dl々 αr

cんαgoderderI几olε κdle8κ αη4ノ召r.St.

Petersburg,1845;rpt.Osnabrtick:Biblio

Verlag,1988は 大 蔵 経 自体 の 目録 部 に基 づ い

た もの で 、 今 日使 用 され る こ と は 稀 で あ る。

尚 目録 部 の み の 再 刊 と して 、r大 蔵 経 《甘 珠

爾 》 総 目録 』 成 都:四 川民 族 出版 社,1989)。

宇 井 伯 寿 ・鈴 木 宗 忠 ・金 倉 円 照 ・多 田等

観r西 蔵 大 蔵 経 総 目録 』r同 索 引』 仙 台;

東北 帝 国 大学 法 文学 部,1934;rpt.東 京:

名著 出版,1970;(=現 代 仏 学 大 系59)新

店:弥 勒 出 版 社,1982,索 引 部 の み は、

・4σ αεαZo9αeJ醐eκq∫6ん θ7馳e`α η

B認d傭 ご σαπoπs(Bん ψ 一れ8)・雄 αηd

B8εαπ一れ9)覗r)(=BibliothecaIndo-

Buddhica12),Delhi:Satguru,1983.

これ の 補 足 訂 正 と して 次 の もの は 重 要 で

あ る:酒 井 紫 朗 「デ ル ゲ版 西 蔵 大 蔵 経 東

北 目録 補 遺 」r文 化 』9巻3号(1942.3),

282(101)-287(107),cf.also笠 松 単 伝

「チベ ッ ト大 蔵 経 に っ い て 」 「仏 教 研 究 』

わが国において仏教大蔵経 は漢文によって

読まれる習慣が長 く確立 していた。また一部

においては伝統的な悉曇学 として、梵語を読

む営み も厳然として続けられていた。近代西

洋流のサンスクリッ ト学が導入されるのは明

治開国以降であるが、開拓者南条文雄は大い

なる成果を挙げて気を吐いた。チベ ット語仏

典のわが国への将来がそれに遅れること大幅

ではなか ったことは、河口慧海、寺本娩雅の

多大なる困難を克服 して当時潜入不可能 とも

言われていた入蔵を果た したことに大きく負

うている。 ヨーロッパのチベ ッ ト学に、その

質は不問にして、時間的にはサンスクリッ ト

学程には遅れを取 らなかったことには、 こう

した先人の貢献があるか らである。完全な形

で伝え られるパー リ語大蔵経が南方諸国の仏

教を反映するものである一方、北方の伝承を

担 うサンスクリッ ト仏典が大蔵経 として組織

的にその姿を今に現わしていない限 り、それ

の逐語訳とも言われることもあるチベ ット大

蔵経の価値は、様 々な点からして過小評価す

ることはできない。

チベッ ト大蔵経は書写本 ・印刷本 と様々な

伝承があるが、14世 紀初頭 ジャムアン ・シェ

バによってナルタン寺に於いて出版 されたナ

ルタン古版が古い もの として知 られている。

これは現存 しないが、これ以降開版された諸

大蔵経の実態は、漸 く近年になって歴史書な

どの記述 という外的証拠 と、テクス ト自体の

本文異同 とか刷 り上が りの様態といった内的

証拠の両面か ら、少 しずっ解明が進められて

いる。

デルゲ版は18世 紀に西康省にあるデルゲに

て、同地の法王テ ンパ ・ツェリンの肝入りで
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編者が最初見落 として、後の段階で付加 した

のであろう。但 し、359と359Aの 間に断絶

があることも事実であ る。 ダルマ版 を見 る

と、359Aの 刷 りはそれより前 と比べると格

段に悪 く、擦 り減 った版木によるものか、刷

り師が変わったためであるのか、定かではな

いが、多分前者であろう。いずれにせよ、あ

と数葉でこの秩が終了するというのに、同 じ

条件で刷 り続け られたのではないことだけは

確かである。文字の形 も若干違 うこと、また

右側のマージンの取 り方が大きくなっている

ことにより、版木を彫るのも別の時期になさ

れたのではないかと、推測される。台北版に

は359Aは ない。

事 例2

通 秩 八 一=rGyudCaの 最 後 の テ ク ス トは

東 北 目録 で はNo.449で あ るが 、 台北 版 は こ

の秩 はNo.447[Ca282a1-286a6]で 終 わ って

お り、 東 北448[Ca286b1-295a3],449[Ca

295a4-309a6]に 相 当 す るテ ク ス トは 収 録 さ

れ て い な い 。 ダル マ版 に は この 二 っ は 伝 え ら

れ て い る の で 、 そ れ を 観 察 す る と、 こ こで

も447と448の 間 に 断絶 が 認 め られ る。448以 降

の 刷 り上 が り は著 し く不 鮮 明 で あ り、 ま た 文

字 の 形 も幾 分 か 異 な りが 認 め られ る。 しか も

No.447の 最 終 ペ ー ジで あ る286aに は6行 し

か 書 か れ て お らず 、No.448は そ の裏 面 の 左

上 か ら始 ま って い る。 デ ル ゲ 版 は通 常1ペ ー

ジが7行 か ら成 る の が 普 通 で あ る か ら、 も

し448が447に 引 き続 い て連 続 して 彫 られ た な

らば 、 そ の 始 ま りは フ ォ リオ286aの 第6行 目

の右 側 の 余 白 の 部 分 か 、第7行 目 に お か れ た

で あ ろ う。 更 に この フ ォ リオ が 元 来 の 最 終 葉

で あ った こ とを示 す 証 拠が あ る。左 マ ー ジ ンの

丁 付 けの 欄 で あ るが 、Nyisbrgyagyadrug

byonrgyud'bum(十 万 タ ン トラ部286葉 終

わ り)と 、 秩 の 終 わ りを 示 す 語 が 挟 ま れ て い

る の で あ る。 こ の終 わ りを 示 す 語 は追 加 部 分

の 最 終 葉 で あ る309rectoに も現 わ れ て い る。

これ 要 す るに 、 この 秩 は一 旦 はNo,447で 終

了 し、 そ の毅 階 で 印刷 され た の が 台 北 版 で あ

5巻6・7号(1941.6-7),166n.5.

デ ル ゲ 版 の 世 界 各 地 に お け る 所 在 状 況 は

KennethK.S.Ch'en,"TheTibetanTri-

pitaka,"π αrひαrdlJbμr㎜Zqゾ ノ4s`α麗c

8臨dεes9(1945-47),60に 記 さ れ て い る が 、

この 半 世 紀 の 状 況 の 変 化 は 多 数 の 追 加 を 必

要 と す る こ と と な っ た。 デ ル ゲ 版 は 校 訂 の

良 さ と刷 りの 鮮 明 さ の 故 に 、 参 照 が 求 め ら

れ る場 合 が 多 い 。 そ の た め い く っ か の 複 製

が 現 わ れ る こ と と な っ た 。 わ が 高 野 山 大 学

の マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ、 東 京 大 学 論 疏 部 複

製 、 カ ル マ パ 複 製 、 台 北 複 製 、 ニ ンマ 複 製

が そ れ で あ る(1982年 以 来 ニ ュ ー デ リー か

ら も複 製 が 刊 行 さ れ っ っ あ る と い うが 、 筆

者 未 見)。 近 畿 大 学 図 書 館 に 所 蔵 さ れ て い る

の は 、 これ らの う ち の 最 後 者 で あ る(以 後

出 版 社 に 因 ん で ダ ル マ版 と呼 ぶ):

Tん2ハ 砂`η9航 αE磁`oπqズ εんθ8Dε 一

dgebκ α'一'gyμrα πdわs71α π一'gyωr,

Pub1.UnderthedirectionofTar-

thangTulku.117vols.Oakland:

DharmaPubli.,1980-81.

テ ク ス トの 参 照 番 号 は 東 北 目録 の そ れ を 踏 襲

して い るの で 、 同 目録 を 使 っ て の 検 索 が 可 能

で あ る。 しか しな が ら同 目録 と対 照 させ な が

ら本 文 を 見 て ゆ くと、 東北 版 とダ ル マ版 は 完

全 に は 同 一 で は な い と思 わ れ る箇 所 に折 々 遭

遇 す る。 以 下 に サ ン プ ル と して 若 干 の 事 例 を

紹 介 し、 台 北 版 の 当 該 箇 所 を も合 わ せ 考 え

て 、 デ ル ゲ 諸 刷 りの 中 で の ダ ル マ版 の 位 置 を

考 え る よす が と した い 。

事例1

東北 目録 で は、通 秩 第七 六=mDo-sdeA草

の最 後 にNo.359[Ah277b5-281a7]を 置 き

(p,65)、 これ の 続 き と してNo.359A[Ah

281b1-289a3]を 仏 説 部 の 一 番 最 後 に 置 い て

い る。No.359Aの 始 ま り はNo.359の 最 終

葉 の 裏 面 で あ っ た か ら、 現 物 で は 連 続 して 置

か れ て い た筈 で あ る。359Aが 大 多 数 の テ ク

ス トの 冒頭 の 決 ま り文 句 で あ る 「イ ン ド語 で

は」 で 始 ま っ て い な か った た め に 、 東 北 目録
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台 北 版 はNo.508を 欠 い て い るの で 東 北 目録

の7b3-24b6に 相 当 す る 部 分 が 無 くて 当然 で

あ るが 、 ダ ル マ 版 で はNo。508を 欠 い て い た

状 態 に そ れ を挿 入 した の で 、No。507に 連 続

した形 で 挿 入 分 の 丁 付 け を行 い 、No.508の

テ ク ス トが 終 わ っ た 段 階 で 丁 付 け を止 め て 、

そ れ 以 降 の フ ォ リオ の 番 号 は、 挿 入 以 前 に

あ っ た ま ま に 残 して し ま っ た 。 従 っ て 東 北

目録 の フ ォ リオ25以 降 に 対 応 す る ダ ル マ 版 の

丁 番 号 は この 咲 の終 わ り まで17だ け小 さ い 数

を 示 す こ とに な る。 と ころ で 実 際 の 挿 入 は い

ず れ の ペ ー ジか ら な さ れ た か と い う 問 題 が

残 るが 、 これ は 台 北 版 と ダ ル マ 版 を 比 較 す る

こ と に よ り、 容 易 に わ か る。No.508の 挿 入

は7verso3行 目に あ るNo.507とNo。509

の 境 目に割 り込 ん で な され る こ と に な っ た。

そ れ で は オ リ ジナ ルの7versoの3行 目 まで は

も との 版 木 を 使 用 した か とい う と、 そ うで は

な い。 ダル マ版 の刷 りの 状 態 を見 る と、7recto

と7versoの 間 に明 らか に断 絶 が あ る。 しか も

台 北 版 の7verso2行 目 の 最 初 に あ るldan

は 、 ダ ル マ版 で は7verso1行 目の 最 後 に 現 わ

れ て い る。 す な わ ち、No,508の 挿 入 に 際 し

て7versoの 版 木 は全 面 的 に 新 た に作 り直 され

た の で あ る。 さて ダ ル マ 版 に よ る と、 挿 入 さ

れ たNo.508は24verso6行 目で 終 わ る。 通

常 デ ル ゲ版 の1葉 は7行 か らな るが 、 この 葉

の6行 目 の 後 半 と7行 目 は空 白 の ま ま で あ

る。 そ の 次 に葉 にNo.509の 冒 頭 部 分 が与 え

られ るが、 これ に はオ リジナ ルの7verso3-5の

版 木 が 利 用 され て い る。 た だ し7verso1-3に

っ いて はNo,508の 挿 入 に 際 して 彫 り直 した

の で 、 そ の 部 分 は 削 り取 られ て い る。 従 って

この 葉 に は5行 しか 存 在 しな い。 シ ョー ペ ン

は 下2行 が 空 白 に な って い る とい う表 現 を し

て い る が(v.infra)、 厳 密 に 言 う と、 上2行

が 削 り取 られ て い る の で あ る。 そ して この

葉 は元 来7versoで あ ったの で 、 マ ー ジ ンに は

る。その後 この秩の末尾に二つのテクス トが

追加 され、新たに刷り直された。448と449の

間には断絶 は見 られないから、この二っの追

加は同時になされたものである。ダルマ版と

東北版は刷り直しの段階を反映 している。

事 例3

通 鉄 八 八=rGyudNaの 場 合 は事 情 が よ り

複 雑 で あ るだ け に 、 興 味 深 い 。 問 題 とな って

い る箇 所 は上 の 事 例 で は秩 の 末 尾 で あ った た

め に、 テ クス トを後 か ら追 加 して も葉 番 号 は

単 に増 加 す る だ け で あ った が 、 この 場 合 は秩

の 途 中 で の 追 加 挿 入 で あ る た あ に、 葉 の 番 号

付 け に 問題 が で て く る。 こ の 秩 は東 北 目録 で

は、No.507[Nalb1-7b3]で 始 ま り、 そ れ に

続 く の が 、No.508[Na7b3-24b6]Byang

chubsnyingpo'irgyan'bumzhesbya

ba'igzungs,No.509ξNa24b6-25b1]

Byangchubkyisnyingpo'irgyan'bum

gyigzungsで あ る。 台 北 版 はNo。508を 欠

き、 ダ ル マ 版 はNo.508を 収 録 す る も葉 の 丁

付 け に異 な り を示 して い る。 問題 の 箇 所 の 三

版 の 丁 付 け を 対 照 させ て み よ う。 た だ し東 北

版 に っ い て は現 物 を 実 見 して い な い の で 、 目

録 に 基 づ く推 定 に止 ま る もの で あ る こ とは お

断 わ り して お かね ば な らな い。

台北ダルマ東北



一 応 完 全 版 と縮 小 版 とい った 関 係 に あ る
。 た

だ し後 者 は現 存 形 の 前 者 に基 づ い て い るの で

は な い 。 何 故 な らば 、No.508は 漢 文 テ ク ス

トr菩 提 膓 荘 厳 陀 羅 尼 経 』 か ら ミサ ン ・ゲ ン

ポ キ ャ ブ に よ っ て チ ベ ッ ト語 に 訳 さ れ た もの

で 、 そ の 年 代 は1743年 で あ る とい う(酒 井 真

典rg刺 嚇教 の 典 籍 』(高 野 山,1944),13)。 そ

うす る と デ ル ゲ 版 カ ンギ ュル が 一 旦 完 成 した

の は 上 で 述 べ た 様 に1733年 で あ るか ら、 そ の

段 階 でNo.508が 含 まれ て い な か っ た の は 当

然 で あ る。,Nc.509が 縮 小 版 で あ る こ とは 知

られ て い た が、 九 世 紀 の 古 い 目録rデ ン カ ル

マ』 に は サ ンス ク リ ッ トか ら訳 され た 完 全 版

と お ぼ しき タ イ トル が 記 載 され て は い る もの

の(M.Lalou,"Lestextesbouddhiques

auterrlpsduroiKhri-son-lde-bcan,"

JournalAsiαtiqLce241(1953),315)、 そ の

後 長 ら く完 全 版 は チ ベ ッ トで は 見 当 た らな く

な っ た ら しい 。 そ こで 次 善 の 策 と して漢 文 か

らの 重 訳 を 試 み て、 この 欠 を埋 め ん と した。

この 重 訳 が 完 成 す れ ば そ の 挿 入 は 当 然 の こ と

な が ら、 縮 小 版 の 直 前 に 置 か れ ね ば な らな

い 。従 って 丁 付 け を 乱 す 咲 の 途 中 へ の 挿 入 が

敢 え て行 わ れ たの で あ る。

以 上 纏 か3事 例 に過 ぎな いが 、 これ か ら次

の こ とが 推 測 で き よ う。 デ ル ゲ 版 が 刷 られ た

の は 一 回 だ け で な く、 版 木 の 改 訂 を 伴 って、

数 回刷 られ た。 台 北 版 、 ダ ル マ 版 、 東 北 版 は

そ れ ぞ れ 違 う刷 りを 反 映 して お り、 この 順 で

新 し くな って い る。 ま たNo.508の 挿 入 が あ

る点 か ら、 ダ ル マ版 の 元 版 の 印 刷 は1743年 以

降 と い う こ と に な る。 更 に他 の 事 例 も検 討 し

て 、 この仮 説 を検 証 して ゆか ね ば な らな い。

*)ダ ルマ版の閲覧に際 して、近畿大学図書

館の森上修氏を初め、館員の方 々に大変お世

話になりました。厚 く御礼申し上げます。

versoで あ る こ とを 示 すrgyud'bumと い う

セ ク シ ョ ン名 が 記 され る ば か りで 、 丁 数 は不

明 で あ る。 恐 ら くは そ の 反 対 面 は、 本 文 部 分

は も と よ りマ ー ジ ンに も何 も記 され て い な い

完 全 な 空 白 ペ ー ジだ った の で あ ろ う。 そ して

ダ ル マ 版 は続 く葉 の 丁 付 けを オ リジ ナ ル の ま

ま 直 す こ と な く そ の ま ま 用 い て しま っ た の

で、 ま た8か ら先 に進 ん で ゆ く と い う不 体 裁

を残 して しま った 。 東 北 版 は現 物 を 点 検 で き

な くて 遺 憾 で あ るが 、 目録 に よ る 限 り 丁付 け

が 正 し く連 続 して ゆ くよ うに 訂 正 した 形 跡 が

み られ る。 但 し問 題 の2葉(文 字 の あ る面 だ

けを 言 え ば1葉 半)と の対 応 関 係 は不 明 で あ

る。 と い うの もNo.508の 終 わ りが24b6と

い う の は い い が 、No.509の24b6-25b1及 び

No.510の 始 ま りを25b1と す るの は、(も し

目録 編 者 が 誤 っ て い な け れ ば)ダ ル マ版 と は

完 全 に 異 な って い る か らで あ る。 こ の あ た

り、 版 木 が 更 に 新 た に彫 り 直 され た の で あ ろ

うか 。 尚 、 こ の 箇 所 に注 目 した 今 枝 由郎 氏 は

カ ル マ パ 複 製 の 元 と な った ル ム テ ク版 と東 北

目録 を 比 較 し、 対 照 表 を 呈 示 さ れ て い る が

(YoshiroImaeda,"NotesurleKanjurde

Derge,"TantricαndTaoistStudiesin

Honour('fR.A.Stein(=M61angeschi-

noisbouddhiques20),vσ1.1(Bruxelles:

InstitutBergedesHautesEtudes

Chinoises,1981),232)、 ル ム テ ク版 は 台 北

版 と同 じ位 置 に あ るよ うで あ る。

そ れ で は ど う して 混 乱 を 引 き起 こす 様 な 挿

入 が こ の 位 置 に 敢 え て な さ れ た の で あ ろ う

か 。No.508とNo.509は そ の タ イ トル が 近

似 して い る こ とか ら も推 測 され る様 に 、 同 類

の テ ク ス トで あ る。 両 者 の 関 係 に つ い て は 既

にGregorySchopen,"TheBodhigarb-

halahkaralak$aandVimalo$pi$aDhara-

PlsinIndianInscriptions,"Wiener

ZeitschrtTt∫ 伽dieKundeSadα8iens29

(1985),119-149に て 詳 細 に論 じ られ て い る。

そ れ に よ る と、 後 者 は前 者 か らの 抜 き書 き に

当 た る もの で あ る。 厳 密 に 言 え ば 単 に ダ ラ ニ

だ け を 機 械 的 に抜 き 出 した もの で は な い が 、
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刷 り上が りに違 いがあ る。281rectoと281verso。

事 例2

286rectoと286verso.286rectoに て …一旦 この 蛛 は終 了 して い る。

事 例3

上 か らダ ル マ版7recto7verso24verso?verso.

台 北 版7verso.


